
Vol.5 http://www.kcc.zaq.ne.jp/myohokkein

広報機構委員会

〒652ー0816　神戸市兵庫区永沢町4－5－8
 TEL（078）575ー2608　FAX（078）577ー7651

lotus-k@kcc.zaq.ne.jp

ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！

2012年（平成24年）10月1日発行
ろおたす通算385号

Repor
t

Repor
t

LOTUS  ROOT（１）Vol . 5 平成24年10月1日

悲願達成！！彼岸到達！！神戸市より納骨堂認可下る！！悲願達成！！彼岸到達！！神戸市より納骨堂認可下る！！

編
集
後
記

読
書
の
秋
、「
池
上
彰
と
考
え

る
、仏
教
っ
て
何
で
す
か
？
」を

読
ん
で
い
ま
す
。仏
教
の
誕
生

か
ら
伝
来
・
葬
儀
や
戒
名
の
意

味
、新
興
宗
教
の
事
ま
で
や
さ

し
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、檀
信

徒
に
も
読
み
や
す
い
本
で
、お

薦
め
の
１
冊
で
す
。何
よ
り
、池

上
彰
さ
ん
が
同
じ
日
蓮
宗
だ
っ

た
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。

【
智
孝
】

◇　
　

◇　
　

◇

卵
の
殻
に
入
っ
た
ワ
イ
ル
ド
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
の
簡
単
栽
培
キ
ッ

ト
を
購
入
。説
明
書
に
は「
殻

の
上
部
を
割
っ
て
水
を
や
る
だ

け
、余
分
な
芽
は
抜
い
て
捨
て

ち
ゃ
え
!?
」と
。小
さ
い
芽
が
密

集
し
て
出
始
め
た
の
で
捨
て
ず

に
現
在
苗
床
で
１
本
ず
つ
過
保

護
に
子
育
て
。食
べ
ら
れ
る
実

が
な
る
か
な
〜
♪
ワ
イ
ル
ド
だ

ろ
〜
(^^)　
　
　
　
　
【
陽
子
】

◇　
　

◇　
　

◇

生
き
物
係
か
ら
の
連
絡
で
す
。

お
寺
の
池
の
鯉
が
増
え
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。水
草
の
代
わ

り
に
と
、睡
蓮
の
鉢
を
置
き
ま

し
た
。現
在
、睡
蓮
の
株
を
増

や
そ
う
と
努
力
中
！
お
参
り

の
際
に
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

【
清
水
】

◇　
　

◇　
　

◇

今
年
の
夏
は
体
調
を
大
き
く

崩
し
半
月
近
く
も
お
寺
を
休

ん
だ
。そ
ん
な
折
、家
で
読
ん

で
い
た
の
が
島
田
裕
巳
の
小
説

『
日
蓮
』。
当
時
の
鎌
倉
庶
民

（
念
仏
者
）か
ら
見
た
日
蓮
聖

人
の
通
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

11
月
は
聖
人
の
ご
命
日
を
偲
ぶ

「
お
会
式
」。22
・
23
日
お
参
り

下
さ
い
。　
　
　
　
　
【
宮
本
】

◇　
　

◇　
　

◇

檀
家
の
皆
さ
〜
ん
、住
職
が
早

朝（
6
時
）に
朝
勤
さ
れ
て
い

る
の
を
御
存
じ
で
す
か
？

　
一
度
、御
参
り
下
さ
い
。「
え

っ
！　

な
ん
で
私
が
こ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
」っ
て
？

　

そ
、そ
、そ
れ
は
、テ
ナ
ン
ト

で
あ
る
私
も
早
朝
出
勤
で
、朝

早
く
か
ら
事
務
所
で
仕
事
を

始
め
る
か
ら
で
す
よ
。（
汗
）

な
に
せ
、早
起
き
は
三
文
の
徳

（
得
）！！　
　
　
　

【
徳
リ
ン
】

　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！平成24年10月1日 Vol . 5（４）

当山では志納金（寄付）60万以上の頂いた方を本願人と呼びます。総代の選挙権を有し、本堂にお名前を掲示顕彰しています。本人が亡くなった場合は居士・大姉を授与し、納骨堂に法号を永代で残します。お寺の事務所は、基本的に9～17時まで開けていますが、休憩時間等により留守にしている場合は、事務所前のインターホーンをご利用下さい。電話もなるべく時間内でお願いします。但し、葬儀等の緊急な場合はこの限りではありません。
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院首
放話

　皆さまのご協力により、イヨイヨ増改築工事をスタートする事が
正式に決まりました。つきましては、智孝の代として第３期の建設
志納金を募集いたします。もちろん先代住職の第１・２期で充分なる寄付を頂いてい
る家もたくさんあります。しかし一方で、世代変わりしている檀家も多く有ります。
両親が寄付をしていたから、それで良いという事で無く、新しい世帯主であるご自身
の所得の中から、今のお寺の事業に対し喜捨する事に大きな意味があります。志納金
は自分で目標額を決めていただいて、分割でコツコツと積み立てて頂く形が一番負担
も少なく、良い方法と存じます。よりよい寺作りに、ご協力をお願い申し上げます。

法燈を次世代に残すために…

　
「
神
戸
市
役
所　
保
健
福
祉
局　

生
活
衛

生
課 

齋
園
係
」の
頭
文
字
を
単
純
に
省
略

し
た
だ
け
の
何
の
ヒ
ネ
リ
も
無
い
番
号
…
。

神
戸
市
が
当
山
の
納
骨
堂
を
正
式
に
認
可

し
た
番
号
で
す
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
番

号
を
取
得
す
る
の
に
、
何
十
年
と
か
か
り

ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
今
は
も
う
記
憶

か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
祈

祷
所
の
地
下
に
納
骨
堂
を
作
っ
た
の
が
昭

和
63
年
。
そ
れ
以
来
、
当
山
は
正
式
に
納

骨
堂
の
御
墨
付
き
を
神
戸
市
よ
り
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
、

本
堂
に
隣
接
し
た
新
納
骨
堂
を
建
設
し
た

折
に
も
、
認
可
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
が
、
あ
る
条
件
が
ど
う
し
て
も
ク
リ

◆
山
で
林
間
学
校
、海
で
水
泳
訓
練

　

夏
休
み
に
十
日
間
ほ
ど
林
間
学
校
が
開
か

れ
、
三
年
生
以
上
の
多
く
が
参
加
し
た
。
神

有
電
車
（
神
戸
電
鉄
）
鈴
蘭
台
駅
の
手
前
に
、

林
間
学
校
専
用
の
「
神
有
耶
馬
」
駅
（
九
州

の
名
所
「
耶
馬
渓
」
に
似
た
谷
と
誇
大
名

称
）
が
あ
り
、
木
製
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
だ

け
の
駅
で
下
車
し
、
山
林
に
天
幕
が
多
く
張

ら
れ
、
そ
こ
で
自
由
に
勉
強
し
た
り
、
谷
川

で
遊
ん
だ
り
し
た
。

　

「
林
間
学
校
の
歌
」
が
あ
り
、
合
唱
す
る
。

（
一
）
朝
み
空
も
晴
れ
ば
れ
と

　
　
　

み
ど
り
色
濃
き
山
な
み
を

　
　
　

風
さ
わ
や
か
に
渡
り
つ
つ

　
　
　

わ
が
学
び
舎
の
夜
は
明
け
ぬ

（
二
）
岩
間
清
水
に
し
み
通
り

　
　
　

山
と
谷
と
に
こ
だ
ま
す
る

　
　
　

小
さ
き
わ
れ
ら
の
雄
叫
び
に

　
　
　

夏
の
暑
さ
も
お
の
の
き
ぬ

と
、
今
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
が
あ
る
。

　

二
年
生
で
担
任
だ
っ
た
富
永
先
生
の
長
男

が
、
学
校
は
異
る
が
先
生
に
つ
い
て
き
て
、

私
の
一
年
上
で
あ
っ
た
が
仲
よ
く
な
り
、
い

い
友
だ
ち
に
な
っ
た
。　

あ
る
時
、
新
聞
社

が
取
材
に
来
て
、
高
さ
三
ｍ
く
ら
い
の
高
い

ブ
ラ
ン
コ
を
漕
い
で
い
る
写
真
を
撮
る
こ
と

に
な
り
、
「
上
手
な
も
の
は
だ
れ
か
」
で
選

ば
れ
た
三
人
の
一
人
と
し
て
、
初
め
て
新
聞

に
私
の
写
真
が
載
っ
た
！

　

こ
の
時
の
一
人
、
冒
険
好
き
の
大
粂
君
は

後
に
、
私
よ
り
も
先
に
海
軍
飛
行
兵
と
な
り
、

昭
和
十
九
年
に
戦
死
し
た
。

★
唱
題
の
つ
ど
い 

時
間
は
い
ず
れ
も
１０
時
半
〜

　　 

佐
渡
法
難
会
　
　
10
月
10
日（
水
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
10
月
13
日（
土
）

　 

小
松
原
法
難
会
　
11
月
11
日（
日
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
11
月
13
日（
火
）

　 

釈
尊
成
道
会
　
　
12
月
8
日（
土
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
12
月
13
日（
木
）

　
　
★
信
行
会 

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜

　　 

　
　
　
10
月
8
日（
祝
） 

　 

　
　
　
11
月
4
日（
日
）

　 

　
　
　
12
月
2
日（
日
）

　
　
★
運
営
会
議

　　 

　
　
　
10
月
8
日（
祝
）１６
時
〜

　
　
　 

　
11
月
10
日（
土
）１４
時
〜

　
　
　
　 

12
月
15
日（
土
）１5
時
〜
　
忘
年
会
18
時
〜

　
　
★
婦
人
会
奉
仕
日

　　 

　
　
　
10
月
１7
日（
水
）9
時
半
〜

 

　
　
　
　
11
月
22
日（
木
）9
時
半
〜

土
用
丑
の
ご
祈
祷

来年４月より自家壇の冥加金が値上がり致します。お考えの方はお急ぎを！

衆我が滅度を見て、廣く舎利を供養し、ことごとく皆恋慕を懐いて、渇仰の心を生ず。 住
職
　

新
間  

智
孝

こ
の
ト
ク
ヒ
ラ
ザ
ク
ラ
が
目
に
入
ら
ぬ
か
ぁ
〜

ア
出
来
ず
に
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま 

し
た
。
そ
の
条
件
と
は
…
借
入
金
で
す
。

お
寺
の
土
地
・
建
物
が
銀
行
の
抵
当
に
入

っ
て
い
た
た
め
認
可
が
下
り
な
か
っ
た
の

で
す
。
当
山
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ

う
に
、
本
堂
建
設
・
隣
接
地
の
購
入
（
境

内
拡
張
）
・
納
骨
堂
建
設
と
事
業
続
き

で
、
こ
の
25
年
間
借
入
金
が
途
切
れ
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
、
常
に

申
請
出
来
無
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
す
。

チ
ラ
シ
も
作
っ
て
Ｈ
Ｐ
で
も
宣
伝
し
て
い

る
の
に
、
無
認
可
の
納
骨
堂
で
し
た
。

　

私
は
、
ず
〜
っ
と
そ
の
事
が
気
が
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、
借
入
金

が
2
5
0
0
万
円
（
返
済
2
年
分
）
を
切

っ
た
段
階
で
、
総
代
さ
ん
と
相
談
し
、
寺

債
金
を
一
時
運
用
し
て
全
額
返
済
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
根
抵
当
権
を
全
て

抹
消
し
、
正
式
に
認
可
を
受
け
る
事
に
し

た
の
で
す
。

　

市
役
所
の
担
当
の
方
よ
り
親
切
に
行
政

指
導
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、
行
政
書
士
も

頼
ま
ず
に
自
力
で
書
類
を
整
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
う
し
て
本
年
８
月
７
日
付

け
で
「
神
戸
市
長
之
印
」
を
押
し
た
書
類

が
届
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
何
の
重
み

も
な
い
ペ
ラ
ペ
ラ
な

紙
一
枚
で
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
は
非
常

に
重
た
い
モ
ノ
に
な

り
ま
し
た
。

　

認
可
を
受
け
て
も

今
ま
で
納
骨
堂
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
の

利
用
方
法
が
変
わ
っ

た
り
ご
負
担
が
増
え

た
り
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
下
さ
い
。

第３期建設志納金募集中

遂
に
陽
の
目
を
見
た
当
山
の
納
骨
堂

　

「
金
曜
日
な
の
に
、
土
用
丑
」
等
と

冗
談
も
言
っ
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
伝
統
行

事
の
危
機
で
あ
る
。
当
日
、
檀
信
徒
で
受

け
に
来
ら
れ
た
方
は
、
た
っ
た
の
３
名
。

そ
れ
な
の
に
、
読
売
新
聞
が
取
材
に
来
る

と
い
う
の
で
大
慌
て
。
急
き
ょ
徳
リ
ン
へ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
、
従
業
員
総
出
仕
。
宮
本

さ
ん
も
そ
こ
ら
で
遊
ん
で
い
た
三
男
も
英

騎
も
む
り
や
り
祈
祷
所
に
押
し
込
め
て
、

真
夏
の
サ
ク
ラ
祭
り
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
ご
祈
祷
を
受
け
た
ら
も

れ
な
く
ウ
ナ
ギ
が
付
い
て
く
る
…

そ
ん
な
ふ
し
だ
ら
な
企
画
を
考
え

て
い
る
と
尊
神
さ
ん
か
ら
お
灸
を

据
え
ら
れ
る
か
！？　

悩
め
る
住
職
。

林間学校（右端の学帽３名中の左端が筆者）

予
告
記
事

●
平
成
24
年
10
月
20
日（
土
）
14
時
〜
16
時

「
あ
ま
り
に
も
幸
せ
す
ぎ
て
不
幸
な
日
本
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
三
木
天
道
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
詳
し
く
は
智
孝
ま
で
。

★
第
42
回 

平
和
セ
ミ
ナ
ー

●
平
成
24
年
11
月
22
日（
木
）

　
報
恩
御
逮
夜
唱
題
行
　
18
時
〜
　

●
11
月
23
日（
祝
）

　
お
会
式
報
恩
法
要
　
　
13
時
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
参
照

★
寺
庭
婦
人
会
手
作
り
作
品
バ
ザ
ー
店

　　
●
日
時
　
10
月
27
日（
土
）
10
時
半
〜
16
時
半
　

　
●
場
所
　
醍
醐
寺
　
阪
神
新
在
家
駅
北
へ
1
分

★
笑
楽
寄
席

　　
●
日
時
　
11
月
3
日（
祝
）
13
時
開
場
　13
時
半
開
演
　

　
●
場
所
　
立
正
寺
　
●
木
戸
銭
　
5
0
0
円

　
　
　
山
陽
東
二
見
駅
西
へ
歩
い
て
ち
ょ
っ
と
疲
れ
る
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
清
水
ま
で
。

★「
兵
庫
の
語
り
つ
ご
う
戦
争
」展

　　
●
日
時
　
12
月
7
日
（
金
）〜
11
日
（
火
）
ま
で

　  

　
　    

12
月
8
日
は
講
演
会
も
あ
り

　
●
場
所
　
当
山
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
宮
本
ま
で
。

★
お
会
式
法
要

えぇ～！  ウソ～!!

もぐりやったんかいな～

　

水
泳
訓
練
は
四
年
生
以
上
で
、
当
時
は
山

陽
電
鉄
の
始
発
駅
が
国
鉄
兵
庫
駅
の
近
く
に

あ
り
、
市
電
と
同
じ
く
路
面
電
車
で
、
兵
庫

小
学
校
か
ら
駅
ま
で
歩
き
（
こ
の
距
離
が
帰

路
は
疲
れ
て
シ
ン
ド
か
っ
た
）
、
電
鉄
の
須

磨
浦
で
降
り
、
す
ぐ
に
浜
に
出
た
。

　

浜
で
は
総
指
揮
の
陸
郎
叔
父
が
櫓
の
上
に

ど
っ
か
と
坐
り
、
太
鼓
の
合
図
で
二
組
が
交

替
で
海
に
入
っ
た
り
上
が
っ
た
り
す
る
。

　

最
初
は
皆
赤
帽
で
、
五
〇
ｍ
だ
っ
た
か
一

〇
〇
ｍ
だ
っ
た
か
の
テ
ス
ト
に
合
格
す
れ
ば
、

赤
帽
に
白
線
が
一
本
入
る
。

　

前
年
の
夏
に
私
は
姉
に
教
え
ら
れ
て
、
ま

ず
体
を
水
平
に
水
に
浮
く
練
習
か
ら
始
め
、

ど
う
に
か
平
泳
ぎ
（
蛙
泳
ぎ
）
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
テ
ス
ト
に
挑
み
、

他
の
者
と
同
じ
く
橋
本
先
生
に
「
新
間
が
ん

ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
な
が

ら
、
や
っ
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
白
線
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
赤
帽
だ
け
で
い
る
こ
と
は
、

は
ず
か
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

夏
休
み
に
は
、
よ
く
進
一
兄
に
「
海
に
連

れ
て
っ
て
」
と
ね
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
兄

85
年
を
生
き
て
き
て
⑤

85
年
を
生
き
て
き
て
⑤

　

只
、
新
納
骨
堂
も
落
慶
し
て
か
ら
8
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
ま
す
。
お
檀
家
さ
ん

の
中
で
、
自
家
壇
希
望
者
の
方
は
、
も
う

す
で
に
ほ
ぼ
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
の
相
場
か
ら
見
る
と
当
山
の
自

家
壇
冥
加
金
は
、
交
通
の
利
便
性
か
ら
見

て
も
か
な
り
低
額
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の

認
可
取
得
を
機
に
、
ま
た
お
寺
の
増
改
築

工
事
の
費
用
も
鑑
み
て
、
明
年
春
よ
り
冥

加
金
を
改
定
を
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

も
し
お
檀
家
さ
ん
の
中
で
、
自
家
納
骨
壇

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
お
早
め
に
ご
検
討
下
さ
い
。

　

来
年
度
4
月
以
降
は
、
下
記
の
表
の
よ

う
に
冥
加
金
を
値
上
げ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
と
は
護
持
会
員
の
事
で
す
。

２階　Ａ型
３階　Ｂ型
３階　Ｃ型
２階永代納骨塔

一般 150万→180万　会員 130万→150万
一般 120万→150万　会員 100万→120万
一般 100万→120万　会員  80万→100万
両者共通　70万　据え置き　

残 21 基
残 29 基
残 40 基

※C型の冥加金は据え置きですが、永代祠堂込の金額となります。

は
弟
妹
が
海
に
入
っ
て
い
る
間
は
浜
で
見
守

り
、
私
た
ち
が
上
が
る
と
自
分
が
海
に
入
り
、

背
泳
な
ど
で
沖
に
出
て
い
た
。
私
が
横
泳

ぎ
・
背
泳
な
ど
を
修
得
し
た
の
は
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
と
記
憶
す
る
。

新
間
　
智
照

ＣＭ
昨日の夕方、檀家さん宅のお参りを終え、車で帰る途中の事…。
私は普段、朝日放送のＡＢＣラジオを良く聞いている。すると日
蓮宗のＣＭが流れてきたではないか。宗務院よりスポットＣＭが

流れる情報は聞いていた。しかし、そんなに気にして無かったので、流れる時
間帯や放送局までチェックしてはいなかった。昔から「そうか～がっか～い」
のメロディは良く流れているので、謗法罪ながらイヤでも覚えてしまっている。
我が宗派のＣＭセンスそのものは、あまりにもベタ過ぎて首を傾げるが、まぁ
ヨシとしよう。やらないよりはマシ。
京都の「Ｈｏｋｋｅ．ＴＶ」が軌道に乗ることを陰ながら期待し応援している。

れんこ
ん

日　記

2012年7月25日（水）

7月28日（土）読売新聞より

ひとりでも、イスに座ってもOK！

お灸の
おかげ

で

ロンド
ン五輪

が

どぉ～
の

　　こぉ
～の…

お灸の
おかげ

で

ロンド
ン五輪

が

どぉ～
の

　　こぉ
～の…

効果は

ありそ
う

ですか
？

効果は

ありそ
う

ですか
？

当山オリジナル永代納骨塔

A型の自家納骨壇

神
戸
市
よ
り
頂
い
た
輝
か
し
い

許
認
可
番
号
は
、コ
レ
だ
！！

　
　
「
神
保
健
生
第
２
６
３
７
号
」

　仏さまのいのちは、永遠で在ります。そして仏さまの化身お釈迦さまは、人間としてこの世に生まれ
ました。それは私たち衆生に教えを説くためであります。お釈迦さまは80歳で涅槃に入られました。
何故なら…「そなた達は私が死んだ姿を目のあたりにした時、必ずやあちらこちらで遺骨をまつり
供養を捧げ、何としても今一度私に会いたいと恋い慕う心を起こすであろう」 
　お寺に、お釈迦さまの遺骨そのものは有りませんが、仏さまのいのちはご本尊に宿しておられます。
納骨堂とは、そうした仏さまのお側に、ご先祖さまの御遺骨をお納めさせていただくという事です。
そして皆さまが、仏さまに・ご先祖さまに、恋い慕い集う場所であります。

智孝代  最初で最後の大仕事！
当山増改築工事に入ります！
智孝代  最初で最後の大仕事！
当山増改築工事に入ります！

◆エントランス
・足のお悪い方は１階から直接エレベータを利用出来るようになります。
・正面参道の五重門入口が採光を取り入れ明るくなります。
・和の雰囲気を取り入れ、植栽を配し情緒あるお寺に変わります。
◆本堂
・本堂外陣左手が納骨堂側と同じように拡がり、空間に余裕ができます。
・段差を解消し、せがきの時にも履き物を脱がないでお焼香できます。
・外陣は窓を大きく取り入れ、堂内を明るくし左手に庭を配します。
・庭の一部に水行場を設置し、喫煙所と憩いのスペースを設けます。
・本堂より内階段を利用し、祈祷所にお参りしやすくなります。
◆事務所
・事務所のスペースを縮小し、誰でも利用できる喫茶室を設けます。
・入口は自動ドアになり、荷物があっても気軽に事務所へ立ち寄れます。
◆トイレ
・全面改装を施し、今よりも明るく清潔なトイレに生まれ変わります。　
・１階のエレベータ脇には、多目的トイレを設置します。
◆駐車場
・区画整理した止めやすい参詣者用の駐車場を整備します。
・コインパーキングを設置し、檀信徒利用の少ない時は、収益に有効活用
◆庫裡
・住職居宅を仮設倉庫跡に新設。１階はガレージ・２階３階が居住空間。
・事務所までの動線が大幅短縮。庫裡にいる時にも即時対応できます。
・応接室を設け、深刻な悩みの相談にも秘密が守られます。

自
家
壇
金
額

忘年会は、
どなたでも参加できます。

貴方も是非！！
会費3500円！ 飲み放題！

他
団
体
行
事
お
知
ら
せ

リニューアルのポイントをご紹介！リニューアルのポイントをご紹介！

にちれ
んしゅ

～

※
詳
し
く
は
陽
子
ま
で
。

オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
！

オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
！

心
頭
滅
却
す
れ
ば

火
も
ま
た
涼
し

寺院（本堂・庫裡）改築完成模型

※ ※

お
お
く
め

し
ん
ゆ
う　
や　

ば

あ
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
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沖縄慰霊の日
れんこ

ん

日　記
今日6月23日は、沖縄慰霊の日である。
私は、昨日一昨日と立正平和の会で雨
の中、現地を訪れた。普天間・嘉手

納・辺野古…新聞でよく見かける地名を実際に、
この目で見て回った。数年前に団参で訪れている
ので、沖縄は二度目になるのだが、基地問題を実
際に肌で感じたかったのだ。語り部の人がバスの
中で、沖縄と政府間の摩擦や基地問題の現実を色々と教えて下さった。
そして沖縄国際大学のヘリ墜落現場や普天間移設の候補地、辺野古のサ
ンゴの海も見てきた。基地建設を阻止しようと、住民がテント村を作り
監視活動を続けておられ頭の下がる想い…。オスプレイ配備の問題にし
ても本土では、ほとんどニュースにもならない。沖縄の人々の苦しみを
改めて感じ取るとともに、自分自身の平和ボケを反省する２日間だった。

2012年6月23日（土）

平成26（2014）年は当山開創130周年です Vol .5（２）

日
蓮
宗
の
数
珠
持
ち
ま
し
ょ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中

立正安国・お題目結縁運動（３）Vol .5

「私は伺えませんが、お寺で拝んでおいて下さい」と頼まれた寺回向は納骨堂でお経を上げて、その家の法名を読み上げ回向致します。その場合には、お布施が生じますので、遅れてでも構いませんからご納入をお願いします。 納骨堂下のテナントが決まりました。まだ詳しくお知らせ出来る段階ではありませんが、お寺と業務提携が出来そうな職種です。檀家の皆さんにもとっても利用価値が出てくる場所になるやもしれません。
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アマゴ

信
行
志
納
金

二
〇
一
二
年
度
（
五
〜
八
月
）

青
木　

久
子　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド　
　

 　
一
、
三
九
一
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
五
三
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚

満
座
供
養
者
名

盆
せ
が
き

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計5～8月寺債金会計5～8月
2012年5月1日～8月31日 2012年5月1日～8月31日

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
　寒行より

信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家壇冥加金

写経御供え
受取利息
寺債金より
建物維持費積立より

収入小計
4月からの繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

2,400,000
（1,995,000）
（400,000）
（5,000）

4,000
2,000
0

2,500,000

682
10,000,000
12,256,457
27,163,139
6,538,412
33,701,551

借入金返済
支払利息
振込手数料

顕彰位牌2基

舟橋設計事務所契約料
契約印紙代
司法書士支払
（根抵当権抹消手続）

支出小計
9月への繰越金
合　　計

24,400,000
1,560
0

37,400

2,000,000
10,000

23,000

26,471,960
7,229,591
33,701,551

寺債申込者数及び金額
………………182名　90,800,000円　
満期返還及び志納金への振替等
……………… 83名　36,000,000円　
寺債金残高
……………… 99名　54,800,000円

建
設
志
納
者

二
〇
一
二
年
度
（
五
〜
八
月
）

安
藤　

高
彦　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

魚
橋　

贇
充　
　

六
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
篤
一
郎　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

金
光
州
一
郎　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

佳
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　
　

八
〇
、
〇
〇
〇
円

濵
口　

弘
幸　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

谷
口　

富
恵　

五
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
村　

久
司

　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

宮
本　

加
光　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
和
夫
（
ぺ
）
二
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り　

四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

寒
行
よ
り　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

合　

計　

二
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

御
本
尊
御
供
え

二
〇
一
二
年  

五
月

上
野　
　

浩　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

圓
妙
寺　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

常
國
寺　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

砂
子
敏
子　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
県
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

布
教
研
修
所
三
七
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
覚
寺　

塚
本
智
秀

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
國
寺　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

山
田
ま
さ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

六
月

明
渡　

幸
雄　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

い
ち
げ
庵　

林　

妙
和

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

七
月

い
き
い
き
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

弘
貴　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

八
月

岡
崎　
　

洋　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
野　

貴
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田　

秀
美　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

松
司
軒
仏
具
店　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

杉
山　

雅
威　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

見
聞
觸
知
皆
菩
提
に
近
づ
く

余
命
と
唱
題

輝
い
て
生
き
る

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
4月からの繰越金
合　　計

0
14,300,000

1,236
14,301,236
15,596,992
29,898,228

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
9月への繰越金
合　　計

10,000,000
0

10,000,000
19,898,228
29,898,228

　

「
今
年
は
特
別
暑
い
で
す
ね
ぇ

〜
」
と
例
年
同
じ
挨
拶
も
恒
例
に

な
っ
た
お
盆
の
棚
経
。
昨
年
に
引

き
続
き
加
納
上
人
に
お
手
伝
い
頂

い
た
お
か
げ
で
、
無
事
に
予
定
の

お
檀
家
宅
へ
全
て
ご
回
向
出
来
ま

し
た
。
あ
り
が
と
ぉ
〜
！！（
谷
村
）

　

８
月
19
日
は
恒
例
の
盆
せ
が
き
。

今
年
は
日
曜
日
に
当
た
り
ま
し
た

の
で
、
昨
年
か
ら
の
予
告
ど
お
り

「
松
司
軒
仏
具
店
」
さ
ん
に
身
延

か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
、
出
店
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
檀
信

徒
の
皆
さ
ん
に
一
人
で
も
多
く
、

正
し
い
日
蓮
宗
の
数
珠
を
持
っ
て

頂
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
数
珠

の
珠
は
、
香
木
・
梅
・
黒
檀
・
菩

提
樹
・
水
晶
・
真
珠
・
珊
瑚
・
象

牙
・
石
な
ど
多
種
多
様
で
、
房
も

色
と
り
ど
り
。
特
に
男
性
女
性
用

な
ど
の
区
別
も
あ
り
ま
せ
ん
。
珠

の
数
は
、
大
き
な
珠
（
親
珠
）
２

個
、
小
さ
な
珠
（
四
天
珠
）
４
個
、

普
通
の
珠
１
０
８
個
。
合
計
１
１

４
個
の
珠
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。

房
や
糸
は
、
切
れ
た
り
古
く
な
っ

た
ら
修
理
も
可
能
で
す
し
、
そ
の

時
に
ま
た
珠
や
色
を
入
れ
替
え
た

り
し
て
、
気
分
を
変
え
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。
ご
自
分
の
好
み
の
数

珠
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
信
仰

の
友
と
し
て
下
さ
い
。
ち
な
み
に

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

アマゴっていう魚をご存知でしょうか。川魚の一種で、
ヤマメやイワナと並ぶ清流にしかいないキレイな魚で
す。都会では、まず売られている事は無いでしょう。

渓流釣りをする者にしか味わえない魚なのです。東京のお檀家さ
んから、このアマゴが真空冷凍パックで届きま
した。ご自身で釣られたアマゴで、私がおねだ
りしていたのです。かなりの大物も入っていま
した。塩焼きが一番美味しいとの事なので、グ
リルで焼くのはもったいない。炭火を熾しまし
た。ビールがすすんだのは、言わずもがな…で
すね。ご馳走さまでした。乾杯！！

第
41
回
の
平
和
セ
ミ
ナ
ー

塵
払
い
垢
を
除
か
ん

|
３
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
|

国民平和行進
梅雨の晴れ間、陽差しが照りつける中を国民平
和行進を例年のように歩いた。院首サンが歩け
ないので市役所～兵庫区役所は清水上人が歩き、

兵庫区役所～須磨は私とリレー方式にした。我が寺から６名
が参加したが、檀家さんお二人は、全ての区間を歩き通され
た。私は最後のみどりの塔で、挨拶させても
らった。「娑婆即寂光土」私たちのこの地球
上から、軍備も核も人種や民族差別も無くな
ったら輝かしい世界が訪れます。それが法華
経の悟りの世界観です。だから南無妙法蓮華
経と唱えながら歩くのです、と伝えた。
股ズレの痛みをこらえながら…

蓮の実道場蓮の実道場

れんこ
ん

日　記
れんこ

ん

日　記

2012年7月11日（水）

事件は現場で起きている。
れんこ

ん

日　記
10数人の男女がうごめき、刷毛をもってアチコチを
パタパタ…とやっている。ある者は郵便受けを。ある
者はシャッターパイプを。ある者は、工事用虎柄結界

棒を…。路上には、アルファベットや数字を書いた札が、壊れた
眼鏡や携帯・ビニール傘の横に、置かれている。「ご主人ちょっ
と来て下さい」と私を呼ぶ声がする。「ここにちょっと立って下
さい」と言われ指定の位置に立つ。「いいですか？撮りますよ」
と言われても、どんな表情をしていいか戸
惑う私…。まさかピースも出来まい。当然
だろう。血痕と一緒に記念撮影だなんて…
真夜中の鑑識捜査は、丁寧に２時間ほどか
けて行われた。私は、それをパジャマ姿で
ずっと見ていた。(-_-)

2012年6月1日（金）

2012年6月8日（金）

お
せ
が
き
（
八
月
）

秋
定　

元
次　

・　

有
友　

善
行  

上
野
由
美
子　

・　

奥
貞　

澄
子  

国
定　

輝
夫　

・　

新
間　

智
孝  

田
中　

良
枝

ろ
お
た
す
婦
人
会
バ
サ
ー
用
品
提
供
者

（
十
二
〜
九
月
末
）

相
内
一
二
三　

・　

明
渡　

澄
子　

・　

臼
井　

正
子　

・　

紙
野　

洋
子

大
松　

純
子　

・　

門
野　

政
雄　

・　

金
光　

則
子　

・　

国
定　

静
子

小
脇　

鈴
子　

・　

下
中　

省
二　

・　

新
間　

陽
子　

・　

助
川　
　

茂

高
瀬　

絹
枝　

・　

玉
野　
　

功　

・　

寺
内　

京
子　

・　

徳
平
真
砂
子

中
島　

敏
子　

・　

中
西　

章
子　

・　

能
祖　

佳
子　

・　

中
村　

侑
子

濱
口　

政
枝　

・　

前
田
登
美
子　

・　

三
木　

紀
枝　

・　

森　
　

雪
子

山
内　

悦
子

礼拝しィ～の

写経ありィ～の

修行ありィ～の

塔婆書きィ～の

笑顔ありィ～の

宿題しィ～の

花火ありィ～の

7月23日（月）～25日（水）7月23日（月）～25日（水）
浮き輪

はち切れぇ～の

次
は
４
年
後
や
！

どやっ！
どやっ！

この財布も

ええで！！

おっ！ ええ数珠
あるやん！！

妙
法
華
院
御
用
達

身
延
山
よ
り
見
参
！！ 

松
司
軒
の
小
事
件
！？

少年少女
のための
少年少女
のための

少年少女
のための
少年少女
のための

掃除ありィ～の

第24回

Ｑ蓮の実道場を通して感じたこと、
学んだこと。
★トイレそうじでキレイになって
いくことのうれしさ。
★正座が痛かった。
★いただきます。し返しの意味な
どがよく分かりました。
　毎日、楽しくすごせました。
★食べることのたいせつさ。
　がまんづよさ。

Ｑ参加する前と自分自身変わったこと
（挨拶が出来るようになった、気持ち
の変化など）

★正座する時間が少しだけ長くできる
ようになった。人のためにやること
が自分のためになるという事。
★参加する前は挨拶があまり出来なか
ったけど、参加して挨拶が出来るよ
うになった。
★おきょうをする時、さいしょきつかっ
たけど、ちゃんと、せいざとかちゃん
とできた。
★みんなにあいさつできるようになった。

Ｑこれからの生活、学校等で
　実践したいこと
 （挨拶、返事、敬語など）
★しっかり挨拶して先生とかにも
敬語を使えるようにしたい。
★挨拶
★いただきますの意味を考えて、
　食べようと思った。（挨拶）
★あいさつ、けいご、
　へんじ、かんしゃ

Ｑ好きな先生、怖かった先生
Ａすずき先生、話をしてて楽しかった。
おもしろかった。
Ｂ好きな先生、ありさちゃん、ヒロち
ゃん、ワっちー（全部女子）
　きもかった先生、平ピー
Ｄ好きな先生は、平井先生です。なぜか
と言うと、楽しそうだったからです。
Ｆ川口先生、都倉先生など

坊さん
微笑みィ～の

読経ありィ～の

散策ありィ～の

Ｑ思い出に残ったこと（楽しかったこと、辛かったことなど）
★プール（先生とかとバレーをして楽しかった。）
★辛かったこと、トイレそうじ、正座、先生のあいて（笑）
★２日目の夜の時、バーベキューをやって、お肉とか食べて、
おいしかったし楽しかったです。
★プール、BBQ、花火、部屋生活時間、唱題行
★バーベキュー、プール、おきょう

コ
レ
は
↓

コ
レ
は
↓

！？！？
イヤっ！
イヤっ！

こわっ！
こわっ！

感想文
★中尾英騎　★永井瑞希　★永井聖也　
★小野裕二郎　★新間敬秀　★小野照太郎
※子供たちの感想文をそのまま掲載！

プール
ありィ～の

友達できィ～の

オリジナル
ローソク
作りィ～の

他
宗
の
葬
儀
に
参
列
す
る
と
き
も
、

ご
自
分
の
数
珠
を
持
参
す
れ
ば
良

い
の
で
す
。

　

買
い
そ
び
れ
た
方
は
、
本
年
は

丁
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
し
た

の
で
、
次
は
リ
オ
の
時
に
ま
た
出

店
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
き
氷
も
盛
況
で
、
も
ち
ろ
ん

法
要
も
沢
山
の
ご
参
詣
で
、
ご
先

祖
さ
ま
も
皆
さ
ん
も
笑
顔
の
１
日

に
。
あ
り
が
と
ぉ
〜
！！
（
堀
内
）

　

６
月
16
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
終

末
介
護
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
に
し

ま
し
た
。
林
妙
和
先
生
に
は
、
率

直
に
今
の
医
療
現
場
や
介
護
の
問

題
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
は
全
身
病
の
元
。
徘
徊
に
は

目
的
が
あ
る
。
そ
の
人
が
一
番
輝

い
て
い
た
時
を
蘇
ら
せ
る
。
傾
聴

は
楽
し
み
な
が
ら
聞
く
。
生
老
病

死
と
い
う
苦
は
人
間
に
悩
む
機
会

を
与
え
て
い
る
。
病
気
や
被
災
者

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
、
そ
の
人
を

包
む
な
。
そ
し
て
子
供
か
ら
老
い

や
病
、
そ
し
て
死
を
遠
ざ
け
て
は

イ
ケ
ナ
イ
…
。
何
故
な
ら
「
い
の

ち
は
い
の
ち
に
触
れ
て
こ
そ
輝

く
」
の
だ
か
ら
。
と
い
う
濃
い
内

容
の
講
演
会
で
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
は
檀
信
徒
の
み
で

　

今
年
の
夏
も
お
寺
は
、
平
和
行

動
の
夏
で
し
た
。
国
民
平
和
行

進
・
日
本
山
平
和
行
脚
隊
の
宿
泊

と
行
進（
宮
本
・
清
水
）。
8
・
15

の
つ
ど
い
と
、
行
事
を
滞
り
な
く

務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
例
年
の
ヒ

ロ
シ
マ
行
動
は
、
今
年
は
日
曜
日

で
お
盆
棚
経
の
た
め
に
、
智
孝
が

参
加
で
き
な
か
っ
た
上
に
、
頼
み

の
院
首
上
人
も
当
日
の
朝
に
突
然

キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
困
難
も

乗
り
越
え
て
、
５
名
の
檀
信
徒

（
岡
崎
・
鎌
田
・
杉
山
・
田
中

芙
・
三
木
弘
）
だ
け
で
断
食
修
行

に
参
加
し
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
で
も
杉
山
雅
威
さ
ん
は
、
宗
平

協
の
懇
親
会
と
翌
朝
の
日
蓮
宗
担

当
の
被
爆
者
慰
霊
祭
に
も
出
席
。

　

檀
家
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折

り
鶴
も
無
事
に
届

け
ま
し
た
よ
。

清
水  

隆
将

来るたびに思う…いったいどっち向いて手を合わせたらええんや…

震災から１年半　建物はそのまま、線路も途切れたまま…

Photo：Kenshin Yamaguchi

Photo：Myousyou Tsujita

8月16日（木）神戸新聞より
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しかし…いつ
片付くんやろ

みんなの夢は
途切れてへんで！

弱音はかんと
頑張ろうや！！

負け
へん
で！！

負け
へん
で！！

文明
の利
器、消

臭力

プロ
ジェク

ター新
調！

文明
の利
器、消

臭力

プロ
ジェク

ター新
調！

当山より
参加の6人衆

どない？？
もうエエか？

シャカ シャカ 釈迦

シャカ シャカ 釈迦

気持ちを込めて

気持ちを込めて

ちょうどエエで
バッチリや～

Riyusow 2012 . 8 . 29

Riyusow 2012 . 8 . 29

林先生！
今日はよろしく
お願いします！

なに言ってるん
ですか？新間先生の
お寺でお話出来る
なんて光栄です。

ん！？

どっち
が

先生？
？

ん！？

どっち
が

先生？
？

？？？？
？？

マ
ジ
し
つ
け

出
来
て
な
い
ん
と

ち
や
う
？

シ
ョ
ウ
ジ
ケ
ン

　

８
月
29
日
、
陸
前
高
田
市
に
兵
庫
県
東
部
青

年
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

前
回
と
く
ら
べ
る
と
砂
利
道
だ
っ
た
と
こ
ろ
が

舗
装
さ
れ
て
い
た
り
、
自
動
車
の
残
骸
が
撤
去

さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
津

波
で
被
害
を
受
け
た
小
学
校
や
病
院
な
ど
鉄
筋

の
建
物
が
、
ま
だ
解
体
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
所
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

我
々
の
作
業
は
、
ゴ
ミ
の
山
を
市
に
回
収
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
大
き
な
袋
に
詰
め
る
役
割

で
、
流
木
を
細
か
く
ノ
コ
ギ
リ
で
切
る
作
業
で

し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
一
本
で
太
い
木
を
切
る
の
は

と
て
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　

前
回
も
そ
う
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
方
が
、
「
私
た
ち
は
作
業
の
進
み
具

合
で
は
な
く
、
現
地
の
現
状
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
大
き
な
目
的
の
一
つ

で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
が
各
地
に
帰
り
、
こ

の
様
子
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
自
分
の
目
で
見

る
の
で
は
全
然
違
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
な
く
て
も
、
現
地
に
赴
き
、
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
も
構
わ
な
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
も
、
是
非
一
度
現
地
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

※神戸寺院会の東北団参は中止。２月24日に福知山常照寺参拝と日本海カニツアーになりました。ゴメンナサイ（住職）

※最近になってようやくオスプレイ問題が報道されているが、時すでに遅し。

　

納
骨
堂
の
掃
除
を
し
て
い

て
よ
く
思
う
事
は
、
「
Ａ
さ

ん
と
こ
の
お
花
は
い
つ
も
良

く
持
つ
な
ぁ
」
と
か
、
「
Ｂ

さ
ん
と
こ
は
、
キ
レ
イ
花
な

の
に
す
ぐ
枯
れ
る
な
ぁ
」
と
か
…
。
購
入
す
る

お
花
屋
さ
ん
で
も
随
分
違
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
家
壇
の
配
列
や
場
所
に
よ
っ
て
も
お
花
の

持
ち
は
違
い
ま
す
。
太
陽
が
当
た
り
す
ぎ
て
も

暑
す
ぎ
て
枯
れ
る
し
、
逆
で
も
早
い
。
太
陽
の

光
っ
て
や
っ
ぱ
り
大
切
な
ん
で
す
ね
。
お
花
の

水
も
マ
メ
に
足
し
て
い
ま
す
が
、
茎
は
長
い
よ

り
短
め
の
方
が
だ
ん
ぜ
ん
、
花
の
持
ち
が
良
い

で
す
！
長
い
ま
ま
お
供
え
す
る
と
、
次
の
日
ま

で
に
花
器
の
水
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
、
シ
ョ
ン

ボ
リ
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
！
花
器
の
サ

イ
ズ
に
合
っ
た
長
さ
に
切
っ
て
い
れ
ば
、
水
さ

え
足
す
と
以
外
と
長
持
ち
す
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
た
仏
壇
の
浜
屋
さ
ん
に
よ
る
と
「
お
線
香

は
自
家
壇
の
外
で
焚
い
た
方
が
、
中
の
灯
明

（
ぼ
ん
ぼ
り
の
和
紙
）
が
、
煙
で
す
す
け
無
く

て
良
い
で
す
よ
」
と
仰
っ
て
ま
し
た
。

　

自
家
壇
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
扉
よ
り
外
側
は
お
寺
で
掃
除
し
ま
す
が
扉
の

中
は
、
お
家
の
方
が
掃
除
く
だ
さ
い
』
と
言
う

事
で
す
。
そ
れ
で
も
あ
ま
り
に
埃
が
ひ
ど
か
っ

た
り
、
お
参
り
後
の
線
香
の
灰
が
落
ち
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
所
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
拭
い

た
り
、
婦
人
会
に
お
願
い
も
し
ま
す
が
、
自
家

壇
内
の
お
掃
除
は
基
本
、
各
家
の
ご
負
担
で
す
。

野
外
の
お
墓
だ
と
お
参
り
し
た
時
に
雑
草
を
抜

い
た
り
、
墓
石
を
お
水
で
洗
っ
て
あ
げ
た
り
し

ま
す
よ
ね
？
そ
れ
と
同
じ
で
お
参
り
に
来
ら
れ

た
時
に
は
、
お
花
や
お
線
香
を
あ
げ
る
だ
け
で

な
く
、
ご
先
祖
様
の
部
屋
を
少
し
で
も
掃
除
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
当
山
御
用
達
は
「
は
な
も
と
」

0
7
8（
5
1
1
）8
7
9
9
デ
ス
。（陽

子
記
）

自
家
壇
掃
除
あ
れ
こ
れ

茎
は
長
い
よ
り
短
め
。

足
は
短
い
よ
り
長
め
が
イ
イ
よ
ね
！

お
数
珠
に
・
御
守
り
・
お
線
香

お
数
珠
に
・
御
守
り
・
お
線
香

色
々
と
買
っ
た
ど
ぉ
〜

色
々
と
買
っ
た
ど
ぉ
〜

冷
た
い
氷
で
気
持
ち
は
、ほ
つ
氷
！！

冷
た
い
氷
で
気
持
ち
は
、ほ
つ
氷
！！

・
・
・
・
・

ラ
イ
ラ
ラ
イ
！

ラ
イ
ラ
ラ
イ
！
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沖縄慰霊の日
れんこ

ん

日　記
今日6月23日は、沖縄慰霊の日である。
私は、昨日一昨日と立正平和の会で雨
の中、現地を訪れた。普天間・嘉手

納・辺野古…新聞でよく見かける地名を実際に、
この目で見て回った。数年前に団参で訪れている
ので、沖縄は二度目になるのだが、基地問題を実
際に肌で感じたかったのだ。語り部の人がバスの
中で、沖縄と政府間の摩擦や基地問題の現実を色々と教えて下さった。
そして沖縄国際大学のヘリ墜落現場や普天間移設の候補地、辺野古のサ
ンゴの海も見てきた。基地建設を阻止しようと、住民がテント村を作り
監視活動を続けておられ頭の下がる想い…。オスプレイ配備の問題にし
ても本土では、ほとんどニュースにもならない。沖縄の人々の苦しみを
改めて感じ取るとともに、自分自身の平和ボケを反省する２日間だった。

2012年6月23日（土）

平成26（2014）年は当山開創130周年です Vol .5（２）

日
蓮
宗
の
数
珠
持
ち
ま
し
ょ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中

立正安国・お題目結縁運動（３）Vol .5

「私は伺えませんが、お寺で拝んでおいて下さい」と頼まれた寺回向は納骨堂でお経を上げて、その家の法名を読み上げ回向致します。その場合には、お布施が生じますので、遅れてでも構いませんからご納入をお願いします。 納骨堂下のテナントが決まりました。まだ詳しくお知らせ出来る段階ではありませんが、お寺と業務提携が出来そうな職種です。檀家の皆さんにもとっても利用価値が出てくる場所になるやもしれません。
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アマゴ

信
行
志
納
金

二
〇
一
二
年
度
（
五
〜
八
月
）

青
木　

久
子　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド　
　

 　
一
、
三
九
一
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
五
三
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚

満
座
供
養
者
名

盆
せ
が
き

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計5～8月寺債金会計5～8月
2012年5月1日～8月31日 2012年5月1日～8月31日

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
　寒行より

信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家壇冥加金

写経御供え
受取利息
寺債金より
建物維持費積立より

収入小計
4月からの繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

2,400,000
（1,995,000）
（400,000）
（5,000）

4,000
2,000
0

2,500,000

682
10,000,000
12,256,457
27,163,139
6,538,412
33,701,551

借入金返済
支払利息
振込手数料

顕彰位牌2基

舟橋設計事務所契約料
契約印紙代
司法書士支払
（根抵当権抹消手続）

支出小計
9月への繰越金
合　　計

24,400,000
1,560
0

37,400

2,000,000
10,000

23,000

26,471,960
7,229,591
33,701,551

寺債申込者数及び金額
………………182名　90,800,000円　
満期返還及び志納金への振替等
……………… 83名　36,000,000円　
寺債金残高
……………… 99名　54,800,000円

建
設
志
納
者

二
〇
一
二
年
度
（
五
〜
八
月
）

安
藤　

高
彦　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

魚
橋　

贇
充　
　

六
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
篤
一
郎　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

金
光
州
一
郎　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

佳
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　
　

八
〇
、
〇
〇
〇
円

濵
口　

弘
幸　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

谷
口　

富
恵　

五
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
村　

久
司

　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

宮
本　

加
光　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
和
夫
（
ぺ
）
二
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り　

四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

寒
行
よ
り　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

合　

計　

二
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

御
本
尊
御
供
え

二
〇
一
二
年  

五
月

上
野　
　

浩　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

圓
妙
寺　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

常
國
寺　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

砂
子
敏
子　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
県
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

布
教
研
修
所
三
七
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
覚
寺　

塚
本
智
秀

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
國
寺　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

山
田
ま
さ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

六
月

明
渡　

幸
雄　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

い
ち
げ
庵　

林　

妙
和

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

七
月

い
き
い
き
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

弘
貴　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

八
月

岡
崎　
　

洋　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
野　

貴
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田　

秀
美　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

松
司
軒
仏
具
店　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

杉
山　

雅
威　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

見
聞
觸
知
皆
菩
提
に
近
づ
く

余
命
と
唱
題

輝
い
て
生
き
る

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
4月からの繰越金
合　　計

0
14,300,000

1,236
14,301,236
15,596,992
29,898,228

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
9月への繰越金
合　　計

10,000,000
0

10,000,000
19,898,228
29,898,228

　

「
今
年
は
特
別
暑
い
で
す
ね
ぇ

〜
」
と
例
年
同
じ
挨
拶
も
恒
例
に

な
っ
た
お
盆
の
棚
経
。
昨
年
に
引

き
続
き
加
納
上
人
に
お
手
伝
い
頂

い
た
お
か
げ
で
、
無
事
に
予
定
の

お
檀
家
宅
へ
全
て
ご
回
向
出
来
ま

し
た
。
あ
り
が
と
ぉ
〜
！！（
谷
村
）

　

８
月
19
日
は
恒
例
の
盆
せ
が
き
。

今
年
は
日
曜
日
に
当
た
り
ま
し
た

の
で
、
昨
年
か
ら
の
予
告
ど
お
り

「
松
司
軒
仏
具
店
」
さ
ん
に
身
延

か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
、
出
店
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
檀
信

徒
の
皆
さ
ん
に
一
人
で
も
多
く
、

正
し
い
日
蓮
宗
の
数
珠
を
持
っ
て

頂
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
数
珠

の
珠
は
、
香
木
・
梅
・
黒
檀
・
菩

提
樹
・
水
晶
・
真
珠
・
珊
瑚
・
象

牙
・
石
な
ど
多
種
多
様
で
、
房
も

色
と
り
ど
り
。
特
に
男
性
女
性
用

な
ど
の
区
別
も
あ
り
ま
せ
ん
。
珠

の
数
は
、
大
き
な
珠
（
親
珠
）
２

個
、
小
さ
な
珠
（
四
天
珠
）
４
個
、

普
通
の
珠
１
０
８
個
。
合
計
１
１

４
個
の
珠
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。

房
や
糸
は
、
切
れ
た
り
古
く
な
っ

た
ら
修
理
も
可
能
で
す
し
、
そ
の

時
に
ま
た
珠
や
色
を
入
れ
替
え
た

り
し
て
、
気
分
を
変
え
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。
ご
自
分
の
好
み
の
数

珠
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
信
仰

の
友
と
し
て
下
さ
い
。
ち
な
み
に

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

アマゴっていう魚をご存知でしょうか。川魚の一種で、
ヤマメやイワナと並ぶ清流にしかいないキレイな魚で
す。都会では、まず売られている事は無いでしょう。

渓流釣りをする者にしか味わえない魚なのです。東京のお檀家さ
んから、このアマゴが真空冷凍パックで届きま
した。ご自身で釣られたアマゴで、私がおねだ
りしていたのです。かなりの大物も入っていま
した。塩焼きが一番美味しいとの事なので、グ
リルで焼くのはもったいない。炭火を熾しまし
た。ビールがすすんだのは、言わずもがな…で
すね。ご馳走さまでした。乾杯！！

第
41
回
の
平
和
セ
ミ
ナ
ー

塵
払
い
垢
を
除
か
ん

|
３
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
|

国民平和行進
梅雨の晴れ間、陽差しが照りつける中を国民平
和行進を例年のように歩いた。院首サンが歩け
ないので市役所～兵庫区役所は清水上人が歩き、

兵庫区役所～須磨は私とリレー方式にした。我が寺から６名
が参加したが、檀家さんお二人は、全ての区間を歩き通され
た。私は最後のみどりの塔で、挨拶させても
らった。「娑婆即寂光土」私たちのこの地球
上から、軍備も核も人種や民族差別も無くな
ったら輝かしい世界が訪れます。それが法華
経の悟りの世界観です。だから南無妙法蓮華
経と唱えながら歩くのです、と伝えた。
股ズレの痛みをこらえながら…

蓮の実道場蓮の実道場

れんこ
ん

日　記
れんこ

ん

日　記

2012年7月11日（水）

事件は現場で起きている。
れんこ

ん

日　記
10数人の男女がうごめき、刷毛をもってアチコチを
パタパタ…とやっている。ある者は郵便受けを。ある
者はシャッターパイプを。ある者は、工事用虎柄結界

棒を…。路上には、アルファベットや数字を書いた札が、壊れた
眼鏡や携帯・ビニール傘の横に、置かれている。「ご主人ちょっ
と来て下さい」と私を呼ぶ声がする。「ここにちょっと立って下
さい」と言われ指定の位置に立つ。「いいですか？撮りますよ」
と言われても、どんな表情をしていいか戸
惑う私…。まさかピースも出来まい。当然
だろう。血痕と一緒に記念撮影だなんて…
真夜中の鑑識捜査は、丁寧に２時間ほどか
けて行われた。私は、それをパジャマ姿で
ずっと見ていた。(-_-)

2012年6月1日（金）

2012年6月8日（金）

お
せ
が
き
（
八
月
）

秋
定　

元
次　

・　

有
友　

善
行  

上
野
由
美
子　

・　

奥
貞　

澄
子  

国
定　

輝
夫　

・　

新
間　

智
孝  

田
中　

良
枝

ろ
お
た
す
婦
人
会
バ
サ
ー
用
品
提
供
者

（
十
二
〜
九
月
末
）

相
内
一
二
三　

・　

明
渡　

澄
子　

・　

臼
井　

正
子　

・　

紙
野　

洋
子

大
松　

純
子　

・　

門
野　

政
雄　

・　

金
光　

則
子　

・　

国
定　

静
子

小
脇　

鈴
子　

・　

下
中　

省
二　

・　

新
間　

陽
子　

・　

助
川　
　

茂

高
瀬　

絹
枝　

・　

玉
野　
　

功　

・　

寺
内　

京
子　

・　

徳
平
真
砂
子

中
島　

敏
子　

・　

中
西　

章
子　

・　

能
祖　

佳
子　

・　

中
村　

侑
子

濱
口　

政
枝　

・　

前
田
登
美
子　

・　

三
木　

紀
枝　

・　

森　
　

雪
子

山
内　

悦
子

礼拝しィ～の

写経ありィ～の

修行ありィ～の

塔婆書きィ～の

笑顔ありィ～の

宿題しィ～の

花火ありィ～の

7月23日（月）～25日（水）7月23日（月）～25日（水）
浮き輪

はち切れぇ～の

次
は
４
年
後
や
！

どやっ！
どやっ！

この財布も

ええで！！

おっ！ ええ数珠
あるやん！！

妙
法
華
院
御
用
達

身
延
山
よ
り
見
参
！！ 

松
司
軒
の
小
事
件
！？

少年少女
のための
少年少女
のための

少年少女
のための
少年少女
のための

掃除ありィ～の

第24回

Ｑ蓮の実道場を通して感じたこと、
学んだこと。
★トイレそうじでキレイになって
いくことのうれしさ。
★正座が痛かった。
★いただきます。し返しの意味な
どがよく分かりました。
　毎日、楽しくすごせました。
★食べることのたいせつさ。
　がまんづよさ。

Ｑ参加する前と自分自身変わったこと
（挨拶が出来るようになった、気持ち
の変化など）

★正座する時間が少しだけ長くできる
ようになった。人のためにやること
が自分のためになるという事。
★参加する前は挨拶があまり出来なか
ったけど、参加して挨拶が出来るよ
うになった。
★おきょうをする時、さいしょきつかっ
たけど、ちゃんと、せいざとかちゃん
とできた。
★みんなにあいさつできるようになった。

Ｑこれからの生活、学校等で
　実践したいこと
 （挨拶、返事、敬語など）
★しっかり挨拶して先生とかにも
敬語を使えるようにしたい。
★挨拶
★いただきますの意味を考えて、
　食べようと思った。（挨拶）
★あいさつ、けいご、
　へんじ、かんしゃ

Ｑ好きな先生、怖かった先生
Ａすずき先生、話をしてて楽しかった。
おもしろかった。
Ｂ好きな先生、ありさちゃん、ヒロち
ゃん、ワっちー（全部女子）
　きもかった先生、平ピー
Ｄ好きな先生は、平井先生です。なぜか
と言うと、楽しそうだったからです。
Ｆ川口先生、都倉先生など

坊さん
微笑みィ～の

読経ありィ～の

散策ありィ～の

Ｑ思い出に残ったこと（楽しかったこと、辛かったことなど）
★プール（先生とかとバレーをして楽しかった。）
★辛かったこと、トイレそうじ、正座、先生のあいて（笑）
★２日目の夜の時、バーベキューをやって、お肉とか食べて、
おいしかったし楽しかったです。
★プール、BBQ、花火、部屋生活時間、唱題行
★バーベキュー、プール、おきょう

コ
レ
は
↓

コ
レ
は
↓

！？！？
イヤっ！
イヤっ！

こわっ！
こわっ！

感想文
★中尾英騎　★永井瑞希　★永井聖也　
★小野裕二郎　★新間敬秀　★小野照太郎
※子供たちの感想文をそのまま掲載！

プール
ありィ～の

友達できィ～の

オリジナル
ローソク
作りィ～の

他
宗
の
葬
儀
に
参
列
す
る
と
き
も
、

ご
自
分
の
数
珠
を
持
参
す
れ
ば
良

い
の
で
す
。

　

買
い
そ
び
れ
た
方
は
、
本
年
は

丁
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
し
た

の
で
、
次
は
リ
オ
の
時
に
ま
た
出

店
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
き
氷
も
盛
況
で
、
も
ち
ろ
ん

法
要
も
沢
山
の
ご
参
詣
で
、
ご
先

祖
さ
ま
も
皆
さ
ん
も
笑
顔
の
１
日

に
。
あ
り
が
と
ぉ
〜
！！
（
堀
内
）

　

６
月
16
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
終

末
介
護
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
に
し

ま
し
た
。
林
妙
和
先
生
に
は
、
率

直
に
今
の
医
療
現
場
や
介
護
の
問

題
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
は
全
身
病
の
元
。
徘
徊
に
は

目
的
が
あ
る
。
そ
の
人
が
一
番
輝

い
て
い
た
時
を
蘇
ら
せ
る
。
傾
聴

は
楽
し
み
な
が
ら
聞
く
。
生
老
病

死
と
い
う
苦
は
人
間
に
悩
む
機
会

を
与
え
て
い
る
。
病
気
や
被
災
者

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
、
そ
の
人
を

包
む
な
。
そ
し
て
子
供
か
ら
老
い

や
病
、
そ
し
て
死
を
遠
ざ
け
て
は

イ
ケ
ナ
イ
…
。
何
故
な
ら
「
い
の

ち
は
い
の
ち
に
触
れ
て
こ
そ
輝

く
」
の
だ
か
ら
。
と
い
う
濃
い
内

容
の
講
演
会
で
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
は
檀
信
徒
の
み
で

　

今
年
の
夏
も
お
寺
は
、
平
和
行

動
の
夏
で
し
た
。
国
民
平
和
行

進
・
日
本
山
平
和
行
脚
隊
の
宿
泊

と
行
進（
宮
本
・
清
水
）。
8
・
15

の
つ
ど
い
と
、
行
事
を
滞
り
な
く

務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
例
年
の
ヒ

ロ
シ
マ
行
動
は
、
今
年
は
日
曜
日

で
お
盆
棚
経
の
た
め
に
、
智
孝
が

参
加
で
き
な
か
っ
た
上
に
、
頼
み

の
院
首
上
人
も
当
日
の
朝
に
突
然

キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
困
難
も

乗
り
越
え
て
、
５
名
の
檀
信
徒

（
岡
崎
・
鎌
田
・
杉
山
・
田
中

芙
・
三
木
弘
）
だ
け
で
断
食
修
行

に
参
加
し
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
で
も
杉
山
雅
威
さ
ん
は
、
宗
平

協
の
懇
親
会
と
翌
朝
の
日
蓮
宗
担

当
の
被
爆
者
慰
霊
祭
に
も
出
席
。

　

檀
家
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折

り
鶴
も
無
事
に
届

け
ま
し
た
よ
。

清
水  

隆
将

来るたびに思う…いったいどっち向いて手を合わせたらええんや…

震災から１年半　建物はそのまま、線路も途切れたまま…

Photo：Kenshin Yamaguchi

Photo：Myousyou Tsujita

8月16日（木）神戸新聞より

Hyogo toubu Seinenkai

Hyogo toubu Seinenkai

Hyogo toubu Seinenkai

Riyusow 2012 . 8 . 29

Hyogo toubu Seinenkai

しかし…いつ
片付くんやろ

みんなの夢は
途切れてへんで！

弱音はかんと
頑張ろうや！！

負け
へん
で！！

負け
へん
で！！

文明
の利
器、消

臭力

プロ
ジェク

ター新
調！

文明
の利
器、消

臭力

プロ
ジェク

ター新
調！

当山より
参加の6人衆

どない？？
もうエエか？

シャカ シャカ 釈迦

シャカ シャカ 釈迦

気持ちを込めて

気持ちを込めて

ちょうどエエで
バッチリや～

Riyusow 2012 . 8 . 29

Riyusow 2012 . 8 . 29

林先生！
今日はよろしく
お願いします！

なに言ってるん
ですか？新間先生の
お寺でお話出来る
なんて光栄です。

ん！？

どっち
が

先生？
？

ん！？

どっち
が

先生？
？

？？？？
？？

マ
ジ
し
つ
け

出
来
て
な
い
ん
と

ち
や
う
？

シ
ョ
ウ
ジ
ケ
ン

　

８
月
29
日
、
陸
前
高
田
市
に
兵
庫
県
東
部
青

年
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

前
回
と
く
ら
べ
る
と
砂
利
道
だ
っ
た
と
こ
ろ
が

舗
装
さ
れ
て
い
た
り
、
自
動
車
の
残
骸
が
撤
去

さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
津

波
で
被
害
を
受
け
た
小
学
校
や
病
院
な
ど
鉄
筋

の
建
物
が
、
ま
だ
解
体
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
所
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

我
々
の
作
業
は
、
ゴ
ミ
の
山
を
市
に
回
収
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
大
き
な
袋
に
詰
め
る
役
割

で
、
流
木
を
細
か
く
ノ
コ
ギ
リ
で
切
る
作
業
で

し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
一
本
で
太
い
木
を
切
る
の
は

と
て
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　

前
回
も
そ
う
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
方
が
、
「
私
た
ち
は
作
業
の
進
み
具

合
で
は
な
く
、
現
地
の
現
状
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
大
き
な
目
的
の
一
つ

で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
が
各
地
に
帰
り
、
こ

の
様
子
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
自
分
の
目
で
見

る
の
で
は
全
然
違
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
な
く
て
も
、
現
地
に
赴
き
、
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
も
構
わ
な
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
も
、
是
非
一
度
現
地
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

※神戸寺院会の東北団参は中止。２月24日に福知山常照寺参拝と日本海カニツアーになりました。ゴメンナサイ（住職）

※最近になってようやくオスプレイ問題が報道されているが、時すでに遅し。

　

納
骨
堂
の
掃
除
を
し
て
い

て
よ
く
思
う
事
は
、
「
Ａ
さ

ん
と
こ
の
お
花
は
い
つ
も
良

く
持
つ
な
ぁ
」
と
か
、
「
Ｂ

さ
ん
と
こ
は
、
キ
レ
イ
花
な

の
に
す
ぐ
枯
れ
る
な
ぁ
」
と
か
…
。
購
入
す
る

お
花
屋
さ
ん
で
も
随
分
違
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
家
壇
の
配
列
や
場
所
に
よ
っ
て
も
お
花
の

持
ち
は
違
い
ま
す
。
太
陽
が
当
た
り
す
ぎ
て
も

暑
す
ぎ
て
枯
れ
る
し
、
逆
で
も
早
い
。
太
陽
の

光
っ
て
や
っ
ぱ
り
大
切
な
ん
で
す
ね
。
お
花
の

水
も
マ
メ
に
足
し
て
い
ま
す
が
、
茎
は
長
い
よ

り
短
め
の
方
が
だ
ん
ぜ
ん
、
花
の
持
ち
が
良
い

で
す
！
長
い
ま
ま
お
供
え
す
る
と
、
次
の
日
ま

で
に
花
器
の
水
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
、
シ
ョ
ン

ボ
リ
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
！
花
器
の
サ

イ
ズ
に
合
っ
た
長
さ
に
切
っ
て
い
れ
ば
、
水
さ

え
足
す
と
以
外
と
長
持
ち
す
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
た
仏
壇
の
浜
屋
さ
ん
に
よ
る
と
「
お
線
香

は
自
家
壇
の
外
で
焚
い
た
方
が
、
中
の
灯
明

（
ぼ
ん
ぼ
り
の
和
紙
）
が
、
煙
で
す
す
け
無
く

て
良
い
で
す
よ
」
と
仰
っ
て
ま
し
た
。

　

自
家
壇
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
扉
よ
り
外
側
は
お
寺
で
掃
除
し
ま
す
が
扉
の

中
は
、
お
家
の
方
が
掃
除
く
だ
さ
い
』
と
言
う

事
で
す
。
そ
れ
で
も
あ
ま
り
に
埃
が
ひ
ど
か
っ

た
り
、
お
参
り
後
の
線
香
の
灰
が
落
ち
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
所
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
拭
い

た
り
、
婦
人
会
に
お
願
い
も
し
ま
す
が
、
自
家

壇
内
の
お
掃
除
は
基
本
、
各
家
の
ご
負
担
で
す
。

野
外
の
お
墓
だ
と
お
参
り
し
た
時
に
雑
草
を
抜

い
た
り
、
墓
石
を
お
水
で
洗
っ
て
あ
げ
た
り
し

ま
す
よ
ね
？
そ
れ
と
同
じ
で
お
参
り
に
来
ら
れ

た
時
に
は
、
お
花
や
お
線
香
を
あ
げ
る
だ
け
で

な
く
、
ご
先
祖
様
の
部
屋
を
少
し
で
も
掃
除
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
当
山
御
用
達
は
「
は
な
も
と
」

0
7
8（
5
1
1
）8
7
9
9
デ
ス
。（陽

子
記
）

自
家
壇
掃
除
あ
れ
こ
れ

茎
は
長
い
よ
り
短
め
。

足
は
短
い
よ
り
長
め
が
イ
イ
よ
ね
！

お
数
珠
に
・
御
守
り
・
お
線
香

お
数
珠
に
・
御
守
り
・
お
線
香

色
々
と
買
っ
た
ど
ぉ
〜

色
々
と
買
っ
た
ど
ぉ
〜

冷
た
い
氷
で
気
持
ち
は
、ほ
つ
氷
！！

冷
た
い
氷
で
気
持
ち
は
、ほ
つ
氷
！！

・
・
・
・
・

ラ
イ
ラ
ラ
イ
！

ラ
イ
ラ
ラ
イ
！
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悲願達成！！彼岸到達！！神戸市より納骨堂認可下る！！悲願達成！！彼岸到達！！神戸市より納骨堂認可下る！！

編
集
後
記

読
書
の
秋
、「
池
上
彰
と
考
え

る
、仏
教
っ
て
何
で
す
か
？
」を

読
ん
で
い
ま
す
。仏
教
の
誕
生

か
ら
伝
来
・
葬
儀
や
戒
名
の
意

味
、新
興
宗
教
の
事
ま
で
や
さ

し
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、檀
信

徒
に
も
読
み
や
す
い
本
で
、お

薦
め
の
１
冊
で
す
。何
よ
り
、池

上
彰
さ
ん
が
同
じ
日
蓮
宗
だ
っ

た
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。

【
智
孝
】

◇　
　

◇　
　

◇

卵
の
殻
に
入
っ
た
ワ
イ
ル
ド
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
の
簡
単
栽
培
キ
ッ

ト
を
購
入
。説
明
書
に
は「
殻

の
上
部
を
割
っ
て
水
を
や
る
だ

け
、余
分
な
芽
は
抜
い
て
捨
て

ち
ゃ
え
!?
」と
。小
さ
い
芽
が
密

集
し
て
出
始
め
た
の
で
捨
て
ず

に
現
在
苗
床
で
１
本
ず
つ
過
保

護
に
子
育
て
。食
べ
ら
れ
る
実

が
な
る
か
な
〜
♪
ワ
イ
ル
ド
だ

ろ
〜
(^^)　
　
　
　
　
【
陽
子
】

◇　
　

◇　
　

◇

生
き
物
係
か
ら
の
連
絡
で
す
。

お
寺
の
池
の
鯉
が
増
え
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。水
草
の
代
わ

り
に
と
、睡
蓮
の
鉢
を
置
き
ま

し
た
。現
在
、睡
蓮
の
株
を
増

や
そ
う
と
努
力
中
！
お
参
り

の
際
に
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

【
清
水
】

◇　
　

◇　
　

◇

今
年
の
夏
は
体
調
を
大
き
く

崩
し
半
月
近
く
も
お
寺
を
休

ん
だ
。そ
ん
な
折
、家
で
読
ん

で
い
た
の
が
島
田
裕
巳
の
小
説

『
日
蓮
』。
当
時
の
鎌
倉
庶
民

（
念
仏
者
）か
ら
見
た
日
蓮
聖

人
の
通
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

11
月
は
聖
人
の
ご
命
日
を
偲
ぶ

「
お
会
式
」。22
・
23
日
お
参
り

下
さ
い
。　
　
　
　
　
【
宮
本
】

◇　
　

◇　
　

◇

檀
家
の
皆
さ
〜
ん
、住
職
が
早

朝（
6
時
）に
朝
勤
さ
れ
て
い

る
の
を
御
存
じ
で
す
か
？

　
一
度
、御
参
り
下
さ
い
。「
え

っ
！　

な
ん
で
私
が
こ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
」っ
て
？

　

そ
、そ
、そ
れ
は
、テ
ナ
ン
ト

で
あ
る
私
も
早
朝
出
勤
で
、朝

早
く
か
ら
事
務
所
で
仕
事
を

始
め
る
か
ら
で
す
よ
。（
汗
）

な
に
せ
、早
起
き
は
三
文
の
徳

（
得
）！！　
　
　
　

【
徳
リ
ン
】

　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！平成24年10月1日 Vol . 5（４）

当山では志納金（寄付）60万以上の頂いた方を本願人と呼びます。総代の選挙権を有し、本堂にお名前を掲示顕彰しています。本人が亡くなった場合は居士・大姉を授与し、納骨堂に法号を永代で残します。お寺の事務所は、基本的に9～17時まで開けていますが、休憩時間等により留守にしている場合は、事務所前のインターホーンをご利用下さい。電話もなるべく時間内でお願いします。但し、葬儀等の緊急な場合はこの限りではありません。
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院首
放話

　皆さまのご協力により、イヨイヨ増改築工事をスタートする事が
正式に決まりました。つきましては、智孝の代として第３期の建設
志納金を募集いたします。もちろん先代住職の第１・２期で充分なる寄付を頂いてい
る家もたくさんあります。しかし一方で、世代変わりしている檀家も多く有ります。
両親が寄付をしていたから、それで良いという事で無く、新しい世帯主であるご自身
の所得の中から、今のお寺の事業に対し喜捨する事に大きな意味があります。志納金
は自分で目標額を決めていただいて、分割でコツコツと積み立てて頂く形が一番負担
も少なく、良い方法と存じます。よりよい寺作りに、ご協力をお願い申し上げます。

法燈を次世代に残すために…

　
「
神
戸
市
役
所　
保
健
福
祉
局　

生
活
衛

生
課 

齋
園
係
」の
頭
文
字
を
単
純
に
省
略

し
た
だ
け
の
何
の
ヒ
ネ
リ
も
無
い
番
号
…
。

神
戸
市
が
当
山
の
納
骨
堂
を
正
式
に
認
可

し
た
番
号
で
す
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
番

号
を
取
得
す
る
の
に
、
何
十
年
と
か
か
り

ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
今
は
も
う
記
憶

か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
祈

祷
所
の
地
下
に
納
骨
堂
を
作
っ
た
の
が
昭

和
63
年
。
そ
れ
以
来
、
当
山
は
正
式
に
納

骨
堂
の
御
墨
付
き
を
神
戸
市
よ
り
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
、

本
堂
に
隣
接
し
た
新
納
骨
堂
を
建
設
し
た

折
に
も
、
認
可
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
が
、
あ
る
条
件
が
ど
う
し
て
も
ク
リ

◆
山
で
林
間
学
校
、海
で
水
泳
訓
練

　

夏
休
み
に
十
日
間
ほ
ど
林
間
学
校
が
開
か

れ
、
三
年
生
以
上
の
多
く
が
参
加
し
た
。
神

有
電
車
（
神
戸
電
鉄
）
鈴
蘭
台
駅
の
手
前
に
、

林
間
学
校
専
用
の
「
神
有
耶
馬
」
駅
（
九
州

の
名
所
「
耶
馬
渓
」
に
似
た
谷
と
誇
大
名

称
）
が
あ
り
、
木
製
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
だ

け
の
駅
で
下
車
し
、
山
林
に
天
幕
が
多
く
張

ら
れ
、
そ
こ
で
自
由
に
勉
強
し
た
り
、
谷
川

で
遊
ん
だ
り
し
た
。

　

「
林
間
学
校
の
歌
」
が
あ
り
、
合
唱
す
る
。

（
一
）
朝
み
空
も
晴
れ
ば
れ
と

　
　
　

み
ど
り
色
濃
き
山
な
み
を

　
　
　

風
さ
わ
や
か
に
渡
り
つ
つ

　
　
　

わ
が
学
び
舎
の
夜
は
明
け
ぬ

（
二
）
岩
間
清
水
に
し
み
通
り

　
　
　

山
と
谷
と
に
こ
だ
ま
す
る

　
　
　

小
さ
き
わ
れ
ら
の
雄
叫
び
に

　
　
　

夏
の
暑
さ
も
お
の
の
き
ぬ

と
、
今
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
が
あ
る
。

　

二
年
生
で
担
任
だ
っ
た
富
永
先
生
の
長
男

が
、
学
校
は
異
る
が
先
生
に
つ
い
て
き
て
、

私
の
一
年
上
で
あ
っ
た
が
仲
よ
く
な
り
、
い

い
友
だ
ち
に
な
っ
た
。　

あ
る
時
、
新
聞
社

が
取
材
に
来
て
、
高
さ
三
ｍ
く
ら
い
の
高
い

ブ
ラ
ン
コ
を
漕
い
で
い
る
写
真
を
撮
る
こ
と

に
な
り
、
「
上
手
な
も
の
は
だ
れ
か
」
で
選

ば
れ
た
三
人
の
一
人
と
し
て
、
初
め
て
新
聞

に
私
の
写
真
が
載
っ
た
！

　

こ
の
時
の
一
人
、
冒
険
好
き
の
大
粂
君
は

後
に
、
私
よ
り
も
先
に
海
軍
飛
行
兵
と
な
り
、

昭
和
十
九
年
に
戦
死
し
た
。

★
唱
題
の
つ
ど
い 

時
間
は
い
ず
れ
も
１０
時
半
〜

　　 

佐
渡
法
難
会
　
　
10
月
10
日（
水
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
10
月
13
日（
土
）

　 

小
松
原
法
難
会
　
11
月
11
日（
日
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
11
月
13
日（
火
）

　 

釈
尊
成
道
会
　
　
12
月
8
日（
土
）

　 

宗
祖
開
祖
聖
日
　
12
月
13
日（
木
）

　
　
★
信
行
会 

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜

　　 

　
　
　
10
月
8
日（
祝
） 

　 

　
　
　
11
月
4
日（
日
）

　 

　
　
　
12
月
2
日（
日
）

　
　
★
運
営
会
議

　　 

　
　
　
10
月
8
日（
祝
）１６
時
〜

　
　
　 

　
11
月
10
日（
土
）１４
時
〜

　
　
　
　 

12
月
15
日（
土
）１5
時
〜
　
忘
年
会
18
時
〜

　
　
★
婦
人
会
奉
仕
日

　　 

　
　
　
10
月
１7
日（
水
）9
時
半
〜

 

　
　
　
　
11
月
22
日（
木
）9
時
半
〜

土
用
丑
の
ご
祈
祷

来年４月より自家壇の冥加金が値上がり致します。お考えの方はお急ぎを！

衆我が滅度を見て、廣く舎利を供養し、ことごとく皆恋慕を懐いて、渇仰の心を生ず。 住
職
　

新
間  

智
孝

こ
の
ト
ク
ヒ
ラ
ザ
ク
ラ
が
目
に
入
ら
ぬ
か
ぁ
〜

ア
出
来
ず
に
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま 

し
た
。
そ
の
条
件
と
は
…
借
入
金
で
す
。

お
寺
の
土
地
・
建
物
が
銀
行
の
抵
当
に
入

っ
て
い
た
た
め
認
可
が
下
り
な
か
っ
た
の

で
す
。
当
山
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ

う
に
、
本
堂
建
設
・
隣
接
地
の
購
入
（
境

内
拡
張
）
・
納
骨
堂
建
設
と
事
業
続
き

で
、
こ
の
25
年
間
借
入
金
が
途
切
れ
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
、
常
に

申
請
出
来
無
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
す
。

チ
ラ
シ
も
作
っ
て
Ｈ
Ｐ
で
も
宣
伝
し
て
い

る
の
に
、
無
認
可
の
納
骨
堂
で
し
た
。

　

私
は
、
ず
〜
っ
と
そ
の
事
が
気
が
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、
借
入
金

が
2
5
0
0
万
円
（
返
済
2
年
分
）
を
切

っ
た
段
階
で
、
総
代
さ
ん
と
相
談
し
、
寺

債
金
を
一
時
運
用
し
て
全
額
返
済
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
根
抵
当
権
を
全
て

抹
消
し
、
正
式
に
認
可
を
受
け
る
事
に
し

た
の
で
す
。

　

市
役
所
の
担
当
の
方
よ
り
親
切
に
行
政

指
導
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、
行
政
書
士
も

頼
ま
ず
に
自
力
で
書
類
を
整
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
う
し
て
本
年
８
月
７
日
付

け
で
「
神
戸
市
長
之
印
」
を
押
し
た
書
類

が
届
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
何
の
重
み

も
な
い
ペ
ラ
ペ
ラ
な

紙
一
枚
で
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
は
非
常

に
重
た
い
モ
ノ
に
な

り
ま
し
た
。

　

認
可
を
受
け
て
も

今
ま
で
納
骨
堂
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
の

利
用
方
法
が
変
わ
っ

た
り
ご
負
担
が
増
え

た
り
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
下
さ
い
。

第３期建設志納金募集中

遂
に
陽
の
目
を
見
た
当
山
の
納
骨
堂

　

「
金
曜
日
な
の
に
、
土
用
丑
」
等
と

冗
談
も
言
っ
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
伝
統
行

事
の
危
機
で
あ
る
。
当
日
、
檀
信
徒
で
受

け
に
来
ら
れ
た
方
は
、
た
っ
た
の
３
名
。

そ
れ
な
の
に
、
読
売
新
聞
が
取
材
に
来
る

と
い
う
の
で
大
慌
て
。
急
き
ょ
徳
リ
ン
へ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
、
従
業
員
総
出
仕
。
宮
本

さ
ん
も
そ
こ
ら
で
遊
ん
で
い
た
三
男
も
英

騎
も
む
り
や
り
祈
祷
所
に
押
し
込
め
て
、

真
夏
の
サ
ク
ラ
祭
り
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
ご
祈
祷
を
受
け
た
ら
も

れ
な
く
ウ
ナ
ギ
が
付
い
て
く
る
…

そ
ん
な
ふ
し
だ
ら
な
企
画
を
考
え

て
い
る
と
尊
神
さ
ん
か
ら
お
灸
を

据
え
ら
れ
る
か
！？　

悩
め
る
住
職
。

林間学校（右端の学帽３名中の左端が筆者）

予
告
記
事

●
平
成
24
年
10
月
20
日（
土
）
14
時
〜
16
時

「
あ
ま
り
に
も
幸
せ
す
ぎ
て
不
幸
な
日
本
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
三
木
天
道
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
詳
し
く
は
智
孝
ま
で
。

★
第
42
回 

平
和
セ
ミ
ナ
ー

●
平
成
24
年
11
月
22
日（
木
）

　
報
恩
御
逮
夜
唱
題
行
　
18
時
〜
　

●
11
月
23
日（
祝
）

　
お
会
式
報
恩
法
要
　
　
13
時
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
参
照

★
寺
庭
婦
人
会
手
作
り
作
品
バ
ザ
ー
店

　　
●
日
時
　
10
月
27
日（
土
）
10
時
半
〜
16
時
半
　

　
●
場
所
　
醍
醐
寺
　
阪
神
新
在
家
駅
北
へ
1
分

★
笑
楽
寄
席

　　
●
日
時
　
11
月
3
日（
祝
）
13
時
開
場
　13
時
半
開
演
　

　
●
場
所
　
立
正
寺
　
●
木
戸
銭
　
5
0
0
円

　
　
　
山
陽
東
二
見
駅
西
へ
歩
い
て
ち
ょ
っ
と
疲
れ
る
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
清
水
ま
で
。

★「
兵
庫
の
語
り
つ
ご
う
戦
争
」展

　　
●
日
時
　
12
月
7
日
（
金
）〜
11
日
（
火
）
ま
で

　  

　
　    

12
月
8
日
は
講
演
会
も
あ
り

　
●
場
所
　
当
山
　
　
　
　
　
※
詳
し
く
は
宮
本
ま
で
。

★
お
会
式
法
要

えぇ～！  ウソ～!!

もぐりやったんかいな～

　

水
泳
訓
練
は
四
年
生
以
上
で
、
当
時
は
山

陽
電
鉄
の
始
発
駅
が
国
鉄
兵
庫
駅
の
近
く
に

あ
り
、
市
電
と
同
じ
く
路
面
電
車
で
、
兵
庫

小
学
校
か
ら
駅
ま
で
歩
き
（
こ
の
距
離
が
帰

路
は
疲
れ
て
シ
ン
ド
か
っ
た
）
、
電
鉄
の
須

磨
浦
で
降
り
、
す
ぐ
に
浜
に
出
た
。

　

浜
で
は
総
指
揮
の
陸
郎
叔
父
が
櫓
の
上
に

ど
っ
か
と
坐
り
、
太
鼓
の
合
図
で
二
組
が
交

替
で
海
に
入
っ
た
り
上
が
っ
た
り
す
る
。

　

最
初
は
皆
赤
帽
で
、
五
〇
ｍ
だ
っ
た
か
一

〇
〇
ｍ
だ
っ
た
か
の
テ
ス
ト
に
合
格
す
れ
ば
、

赤
帽
に
白
線
が
一
本
入
る
。

　

前
年
の
夏
に
私
は
姉
に
教
え
ら
れ
て
、
ま

ず
体
を
水
平
に
水
に
浮
く
練
習
か
ら
始
め
、

ど
う
に
か
平
泳
ぎ
（
蛙
泳
ぎ
）
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
テ
ス
ト
に
挑
み
、

他
の
者
と
同
じ
く
橋
本
先
生
に
「
新
間
が
ん

ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
な
が

ら
、
や
っ
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
白
線
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
赤
帽
だ
け
で
い
る
こ
と
は
、

は
ず
か
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

夏
休
み
に
は
、
よ
く
進
一
兄
に
「
海
に
連

れ
て
っ
て
」
と
ね
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
兄

85
年
を
生
き
て
き
て
⑤

85
年
を
生
き
て
き
て
⑤

　

只
、
新
納
骨
堂
も
落
慶
し
て
か
ら
8
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
ま
す
。
お
檀
家
さ
ん

の
中
で
、
自
家
壇
希
望
者
の
方
は
、
も
う

す
で
に
ほ
ぼ
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
の
相
場
か
ら
見
る
と
当
山
の
自

家
壇
冥
加
金
は
、
交
通
の
利
便
性
か
ら
見

て
も
か
な
り
低
額
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の

認
可
取
得
を
機
に
、
ま
た
お
寺
の
増
改
築

工
事
の
費
用
も
鑑
み
て
、
明
年
春
よ
り
冥

加
金
を
改
定
を
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

も
し
お
檀
家
さ
ん
の
中
で
、
自
家
納
骨
壇

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
お
早
め
に
ご
検
討
下
さ
い
。

　

来
年
度
4
月
以
降
は
、
下
記
の
表
の
よ

う
に
冥
加
金
を
値
上
げ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
と
は
護
持
会
員
の
事
で
す
。

２階　Ａ型
３階　Ｂ型
３階　Ｃ型
２階永代納骨塔

一般 150万→180万　会員 130万→150万
一般 120万→150万　会員 100万→120万
一般 100万→120万　会員  80万→100万
両者共通　70万　据え置き　

残 21 基
残 29 基
残 40 基

※C型の冥加金は据え置きですが、永代祠堂込の金額となります。

は
弟
妹
が
海
に
入
っ
て
い
る
間
は
浜
で
見
守

り
、
私
た
ち
が
上
が
る
と
自
分
が
海
に
入
り
、

背
泳
な
ど
で
沖
に
出
て
い
た
。
私
が
横
泳

ぎ
・
背
泳
な
ど
を
修
得
し
た
の
は
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
と
記
憶
す
る
。

新
間
　
智
照

ＣＭ
昨日の夕方、檀家さん宅のお参りを終え、車で帰る途中の事…。
私は普段、朝日放送のＡＢＣラジオを良く聞いている。すると日
蓮宗のＣＭが流れてきたではないか。宗務院よりスポットＣＭが

流れる情報は聞いていた。しかし、そんなに気にして無かったので、流れる時
間帯や放送局までチェックしてはいなかった。昔から「そうか～がっか～い」
のメロディは良く流れているので、謗法罪ながらイヤでも覚えてしまっている。
我が宗派のＣＭセンスそのものは、あまりにもベタ過ぎて首を傾げるが、まぁ
ヨシとしよう。やらないよりはマシ。
京都の「Ｈｏｋｋｅ．ＴＶ」が軌道に乗ることを陰ながら期待し応援している。

れんこ
ん

日　記

2012年7月25日（水）

7月28日（土）読売新聞より

ひとりでも、イスに座ってもOK！

お灸の
おかげ

で

ロンド
ン五輪

が

どぉ～
の

　　こぉ
～の…

お灸の
おかげ

で

ロンド
ン五輪

が

どぉ～
の

　　こぉ
～の…

効果は

ありそ
う

ですか
？

効果は

ありそ
う

ですか
？

当山オリジナル永代納骨塔

A型の自家納骨壇

神
戸
市
よ
り
頂
い
た
輝
か
し
い

許
認
可
番
号
は
、コ
レ
だ
！！

　
　
「
神
保
健
生
第
２
６
３
７
号
」

　仏さまのいのちは、永遠で在ります。そして仏さまの化身お釈迦さまは、人間としてこの世に生まれ
ました。それは私たち衆生に教えを説くためであります。お釈迦さまは80歳で涅槃に入られました。
何故なら…「そなた達は私が死んだ姿を目のあたりにした時、必ずやあちらこちらで遺骨をまつり
供養を捧げ、何としても今一度私に会いたいと恋い慕う心を起こすであろう」 
　お寺に、お釈迦さまの遺骨そのものは有りませんが、仏さまのいのちはご本尊に宿しておられます。
納骨堂とは、そうした仏さまのお側に、ご先祖さまの御遺骨をお納めさせていただくという事です。
そして皆さまが、仏さまに・ご先祖さまに、恋い慕い集う場所であります。

智孝代  最初で最後の大仕事！
当山増改築工事に入ります！
智孝代  最初で最後の大仕事！
当山増改築工事に入ります！

◆エントランス
・足のお悪い方は１階から直接エレベータを利用出来るようになります。
・正面参道の五重門入口が採光を取り入れ明るくなります。
・和の雰囲気を取り入れ、植栽を配し情緒あるお寺に変わります。
◆本堂
・本堂外陣左手が納骨堂側と同じように拡がり、空間に余裕ができます。
・段差を解消し、せがきの時にも履き物を脱がないでお焼香できます。
・外陣は窓を大きく取り入れ、堂内を明るくし左手に庭を配します。
・庭の一部に水行場を設置し、喫煙所と憩いのスペースを設けます。
・本堂より内階段を利用し、祈祷所にお参りしやすくなります。
◆事務所
・事務所のスペースを縮小し、誰でも利用できる喫茶室を設けます。
・入口は自動ドアになり、荷物があっても気軽に事務所へ立ち寄れます。
◆トイレ
・全面改装を施し、今よりも明るく清潔なトイレに生まれ変わります。　
・１階のエレベータ脇には、多目的トイレを設置します。
◆駐車場
・区画整理した止めやすい参詣者用の駐車場を整備します。
・コインパーキングを設置し、檀信徒利用の少ない時は、収益に有効活用
◆庫裡
・住職居宅を仮設倉庫跡に新設。１階はガレージ・２階３階が居住空間。
・事務所までの動線が大幅短縮。庫裡にいる時にも即時対応できます。
・応接室を設け、深刻な悩みの相談にも秘密が守られます。

自
家
壇
金
額

忘年会は、
どなたでも参加できます。

貴方も是非！！
会費3500円！ 飲み放題！

他
団
体
行
事
お
知
ら
せ

リニューアルのポイントをご紹介！リニューアルのポイントをご紹介！

にちれ
んしゅ

～

※
詳
し
く
は
陽
子
ま
で
。

オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
！

オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
！

心
頭
滅
却
す
れ
ば

火
も
ま
た
涼
し

寺院（本堂・庫裡）改築完成模型

※ ※

お
お
く
め

し
ん
ゆ
う　
や　

ば

あ
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・


